














We did a questionnaire research on regional image in Hashima located in the Satsuma Peninsula 
facing the East China Sea. The purpose of this paper is to consider characteristics and problems 
of the region through statistical analysis of data obtained by the questionnaire. As a result, it is 
shown that there are differences between the regional images of in future fixed domicile resi-





















































































世帯数 総人口 世帯数 総人口 世帯数 総人口
白　浜 68 141 71 176 80 278
猪之鼻 23 46 20 53 22 51
河　原 13 25 20 41 25 75
横　須 19 31 19 46 25 69
野中栫 49 114 53 137 57 162
松　尾 65 135 62 159 52 144
平　身 16 35 22 43 21 59
浜　東 121 244 134 343 144 478
浜　中 100 186 118 268 115 418
浜　西 137 300 145 325 173 558
光瀬上 17 31 19 42 19 71
光瀬下 24 48 28 59 29 92
光瀬浦 25 43 30 65 35 112
海土泊 31 60 34 70 45 132
萩元上 16 32 26 67 32 106
萩元下 44 84 47 109 55 184
万　福 11 16 17 30 17 48
平　山 9 14 8 18 9 19
下　山 29 61 31 80 34 120
土　川 37 65 49 99 53 140


















































































18 不快－快適 0.79 0.21 0.67
03 よそよそしい－親しい 0.71 0.13 0.52
09 清潔でない－清潔 0.70 0.17 0.51
02 美しくない－美しい 0.69 0.03 0.48
17 非協力的－協力的 0.66 0.28 0.52
06 つまらない－楽しい 0.66 0.35 0.56
01 住みにくい－住みやすい 0.64 0.26 0.48
11 前向きでない－前向き 0.64 0.46 0.62
07 荒れた－手入れされた 0.53 0.30 0.38
12 閉鎖的－開放的 0.52 0.46 0.48
19 騒がしい－静か 0.50 －0.17 0.28
10 活気がない－活気がある 0.46 0.66 0.65
05 寂しい－にぎやか 0.34 0.64 0.52
08 変化がない－変化に富んだ 0.40 0.60 0.52
13 不便－便利 0.24 0.55 0.36
14 こじんまり－広々 0.20 0.52 0.31
16 型にはまった－柔軟な 0.37 0.51 0.40
15 伝統的－現代的 －0.10 0.50 0.26
20 人が来ない－人が来る 0.46 0.50 0.46













居住地 環境因子 居住地 活力因子
平均値 平均値
光瀬浦 0.446 白浜 0.380
海土泊 0.411 平身 0.256
下山 0.308 萩元上 0.240
小ケ倉 0.198 浜中 0.236
浜西 0.166 海土泊 0.199
白浜 0.117 河原 0.173
浜東 0.040 土川 0.090
横須 0.013 横須 0.013
光瀬下 0.004 浜西 0.012
萩元下 －0.008 光瀬上 －0.014
平身 －0.009 萩元下 －0.028
野中栫 －0.029 光瀬浦 －0.031
松尾 －0.040 松尾 －0.046
萩元上 －0.096 野中栫 －0.053
光瀬上 －0.107 猪之鼻 －0.111
万福 －0.159 光瀬下 －0.128
猪之鼻 －0.166 小ケ倉 －0.170
浜中 －0.198 浜東 －0.226
平山 －0.269 平山 －0.250
土川 －0.532 下山 －0.350






















項目 ①離れたい ②住み続けたい 差①－②
01 住みにくい－住みやすい 0.23 1.67 －1.44
06 つまらない－楽しい 0.06 1.1 －1.04
12 閉鎖的－開放的 －0.28 0.76 －1.04
03 よそよそしい－親しい 1.05 2.03 －0.98
17 非協力的－協力的 0.5 1.37 －0.87
04 のんびり－忙しい －0.1 －0.86 0.76
18 不快－快適 0.51 1.27 －0.76
07 荒れた－手入れされた －0.01 0.68 －0.69
11 前向きでない－前向き 0.09 0.77 －0.68
02 美しくない－美しい 1.52 2.12 －0.6
05 寂しい－にぎやか －0.5 0.05 －0.55
09 清潔でない－清潔 0.74 1.29 －0.55
16 型にはまった－柔軟な －0.69 －0.14 －0.55
20 人が来ない－人が来る －0.04 0.5 －0.54
10 活気がない－活気がある －0.3 0.19 －0.49
14 こじんまり－広々 －0.92 －0.49 －0.43
08 変化がない－変化に富んだ －0.55 －0.15 －0.4
13 不便－便利 －1.73 －1.39 －0.34
19 騒がしい－静か 1.39 1.72 －0.33
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図８　「この地の良いところは何ですか。」に対する回答（マッピング画像）
（図８）から，羽島の魅力は「海」と「山」の自然であることがわかる。また，優しく，親切な人々が
協力してこの地を支えていること，団結力のある地域であることが推察される。
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中山間地域住民の地域に関するイメージ分析
図９　「この地の悪いところや困りごと，心配事は何ですか。」に対する回答（マッピング画像）
（図９）から，交通の便が悪いこと，店が少ないこと，原発や台風などへの不安が見て取れる。
― 14 ―
地域総合研究　第45巻　第 1号（2017年）
図10　「この地を良くしていくためにはどんなことをしていくべきでしょうか。」に対する回答	
（マッピング画像）
（図10）からは，羽島を良くするには，人，特に若者が増えること，そのためには仕事があり，交通の
便が良くなることが必要であること等が読み取れる。
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図11　「羽島での思い出や出来事を教えてください」に対する回答（マッピング画像）
（図11）から，羽島での思い出としては「海」で貝採りや海水浴をして遊んだこと，夕日が美しいかっ
たこと，太郎太郎祭りなどの地区での様々な行事に参加して楽しかったこと等が連想される。
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図12　「地域にあったらいいなと思う行事や活動にはどんなものがありますか。」に対する回答	
（マッピング画像）
（図12）からは，太郎太郎祭りや地区の運動会，花火大会，薩摩英国留学生記念館関係の行事やイベン
トを期待する声が多いことがわかる。
４．おわりに
本稿の目的は、アンケート調査の定量データについての統計分析と自由記述回答についてのテキストマ
イニングを通じて、住民が地域に関して抱いているイメージや思いなどを分析し、羽島地区の特性と課題
について考察することである。歴史と伝統のある羽島は，昔から住民のまとまりが良い地域であった。平
成24年4月には「れいめい羽島協議会」を設立し，住みよい地域づくりに向けて将来のビジョン「羽島地
区まちづくり事業計画」を作成，住民主体のもと一丸となってまちづくりに取り組んでいる先進的な地域
である。れいめい羽島協議会は，平成24年1月に行った地域住民へのアンケート調査（［4］参照）により，
地域住民が困っていることや不安に思っていること（課題）は，交通の便の悪さや買い物についての不安
による「老後の生活」，次いで通院の交通の不便や福祉への不安による「健康」，そして3番目が少子高齢
化による「人口の減少」であると分析している。鹿児島県の中でもとりわけ進んでいる人口減少は喫緊の
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課題である。
また同協議会は，同アンケート調査（［4］参照）の中の定住意向について，「住み続けたい」が70.5％，「転
勤などやむをえない事情が無いかぎり住み続けたい」が10.6％あり，約8割の人が羽島に住み続けたい意
向を持っていると分析している。我々のアンケート調査でも「この地に住み続けたいか，離れたいか」の
設問に対して「住み続けたい」が289人（54.9％），「離れたい」が110人（20.9％），「どちらとも言えない」
が127人（24.1％）であり，半数強の人がこの地に住み続けたい意向を持っている一方，20％の人がこの
地を離れたいと思っていることがわかった。この20％の転出希望者が地域に残れば，人口の社会減にいく
らか歯止めがかかるはずである。「転出希望者はなぜこの地を離れたいのか？」今回のアンケート調査に
よって明らかになったことは，定住希望者と転出希望者が感じている地域イメージに大きな差があるとい
うことである。特に，「定住意向」と「住み心地」の間に関係があることが立証された。このような視点
からの地域づくりも人口減少対策には有効であると思われる。
ふるさと水土里の探検隊における地域イメージアンケート調査は今回で4回目である。本を正せば，元
鹿児島国際大学准教授，現大阪産業大学教授の富澤拓志（2012）が始めた調査が最初である。鹿児島県庁，
鹿児島県土地改良事業団体連合会や地域の方々の協力があり，今回655通という大量の調査票を回収でき
た。関係者の方々にこの場をお借りして感謝の意を表したい。
参考文献
1. 富澤拓志（2011）「行政と大学の連携による地域おこし活動―鹿児島県日置市飯牟礼地区の水土里活動」，地域総
合研究，38(2)，17–41
2. 富澤拓志（2012）「地域イメージの調査：鹿児島県日置市飯牟礼地区での調査を例として」，地域総合研究，
40(1)，19–34
3. 富澤拓志（2013）「鹿児島県南さつま市金峰町白川地区における地域イメージの調査」，地域総合研究，41(1)，
1–11
4. れいめい羽島協議会（2012）「羽島地区まちづくり事業計画書」，平成24年12月，1–25
5. 中村周作（2009）「行商研究：移動就業行動の地理学」，海青社
